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1980 年代から歯周病原細菌の感染に対する血清中の免疫グロブリン G（IgG）は，歯周
病の病状を生体-寄生体相互作用の観点から把握することに使用されてきました。	
 その当
時からの研究から，残念ながら，歯周病原細菌に対する生体反応は，歯周組織の破壊度を

調べる歯周組織検査結果（歯周ポケット深さ，歯肉出血度，歯の動揺度，歯槽骨の吸収度）

と完全には一致しないことがわかっています。	
 しかし，歯周組織での細菌感染度を把握

することができるので，歯周治療による細菌感染の除去効果を判定する際や歯周内科的な

アプローチの際の歯周病原細菌の感染度を考慮する際などには，有用な検査として利用で

きます。 

日本歯周病学会としては，図１に示すよ

うに平成 13 年度から歯周病原細菌に対す
る血清抗体価の応用プロジェクトに取り

組んできました。	
 ここ 10 年間に渡る取
組期間において，最近の 2年間は学会主導
型研究として，まとめに取り組みました。	
 

さらに，厚生労働科学研究費補助金による

高齢者の誤嚥性肺炎に関する研究にも応

用してきましたし，開業歯科医と開業内科

医が共同して取り組む動脈硬化症と歯周

病の関係に関する研究にも応用されてき

ました。 

一方で，図２に示すように，易感染性状態に

なるがん治療や臓器移植を受ける患者に対して，

歯周病原細菌の感染度を調べて，周術期の歯科

処置を行うという，先進医療（検査）としての

申請も準備されています。	
 ここでは，平成 18
〜20 年度の日本学術振興会 科学研究費補助金
基盤研究 Aによって構築したデータベースシス
テムを改良した「Ｗｅｂ口腔内科データ管理シ

ステム」を応用して，研究を進めています。	
 こ

のデータベースは，種々の微調整を行うことで，

他の研究（他の学会主導型研究も含む）へも利

用されています。 

研究成果に関するものは，査読制度のある雑誌には未だ掲載されてはいません。	
 しか

し，論文投稿を繰り返しながら，研究成果の充実を図っているところです。	
 日本歯周病

学会内だけではなく，歯科界に拡大し，さらには医科歯科連携での研究成果が今後にはで

てきます。	
 さらに，日常の医療の中へいかに取り込んでいくは，医療技術提案学会の一

つである日本歯周病学会の使命でもあると思います。 
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